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papillomavirus）の DNA が検出され、HPV 感染が発癌に深く関与していることが近年、明らか
になってきた。さらに中咽頭癌と同様に口腔癌についても HPV との関連が報告されるようにな
っているが、口腔癌のうち特に舌癌と HPV 感染の関与の報告はほとんどないため、舌癌と HPV
の関係やその臨床的特徴について解明されていない点が多い。本研究では、手術検体を用いて舌
癌患者における HPV 感染の関与、予後予測因子について検討した。 
【方法】 
2007 年 4 月 1 日の開設以来 2015 年 12 月 31 日までの 8 年９ヶ月に埼玉医科大学国際医療センタ
ー頭頸部腫瘍科で手術を施行した全舌扁平上皮癌患者 127 例（男性 83 例 女性 44 例 平均年齢
63.8 歳）を対象とした。ホルマリン固定された病理検体組織を用いて、中咽頭癌においては HPV
感染の代替マーカーとされている p16 免疫染色、非発現が HPV 感染と関連が報告されている p53
免疫染色、PCR 法による HPV DNA の検出、real time RT-PCR による HPV E6/E7 mRNA の検
出を行った。HPV 感染による発癌の責任遺伝子とされている E6 または E7 mRNA の発現をもっ
て HPV 関連癌と判断した。p16、p53、HPV DNA、HPV E6/E7 mRNA の結果と患者背景およ
び治療成績との比較検討を行った。 
【結果】 
127 例中 18 例（14.2%）は p16 陽性、45 例 （35.4%）は p53 陽性、9 例 （7.1%）は HPV DNA
陽性、7 例（5.5%）は HPV E6 もしくは E7 mRNA 陽性であったが、E6/E6 mRNA の結果と p16、
p53、HPV DNA はいずれも相関がなく、HPV 関連癌の代替マーカーにはなり得なかった。患者
背景（年齢、性別、喫煙歴、飲酒歴、進行度（T および N 分類）、病理組織学的分化度、術後治
療内容）のいずれも p16、p53、HPV DNA、HPV E6/E7 mRNA の状態で有意差はなかった。p16
陽性例では陰性例よりも有意に疾患特異的生存率が良好であったが（p=0.037）、粗生存率では有
意差はなく（p=0.364）、その他の因子では疾患特異的生存率と粗生存率のいずれにおいても有意
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【結論】 
舌癌において HPV 関連癌の割合は低く、p16 発現陽性率も低く、p16 発現は HPV 関連癌の代替
マーカーにはなり得なかった。p16 発現は予後予測因子となる可能性があると言える。 
 
